
募　

集

募　

集

14

新
築
・
増
築
家
屋
の
評
価
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
課
税
の
た
め
、
新
築
又

は
増
築
さ
れ
た
家
屋
の
評
価
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

調
査
方
法　

対
象
者
に
通
知
し
、

　

日
程
を
調
整
の
う
え
、
市
職
員

　

が
直
接
訪
問
し
ま
す
。

※
ま
た
、
取
り
壊
さ
れ
た
家
屋
に

つ
い
て
は
、
課
税
台
帳
か
ら
削
除

し
ま
す
。
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と

き
に
は
、
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

★
課
税
課
☎
㉕
１
１
２
１

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
「
絵
の
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
遊
ぼ
う
」
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い

　

数
字
で
は
な
く
、
絵
で
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
19
日
㈯　

午
前
10
時
〜

会
場　

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
学
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申
込　

６
月
５
日
㈯
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
左
記
へ

★
前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
９
８

　

２
０

精
神
保
健
相
談
・
ひ
き
こ
も
り

専
門
相
談
を
開
催

①
精
神
保
健
相
談

日
時　

６
月
28
日
㈪　

午
後
１
時
〜

相
談
員　

精
神
科
医

②
ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談

日
時　

６
月
15
日
㈫
・
７
月
20
日

　

㈫　

午
後
１
時
30
分
〜

相
談
員　

臨
床
心
理
士

＊
①
②
と
も
事
前
の
予
約
が
必
要

　

で
す
。
予
約
、
お
問
い
合
わ
せ

　

は
左
記
へ

★
本
庄
保
健
所
保
健
予
防
推
進
担

　

当
☎
㉒
６
４
８
１

社
会
教
育
委
員
を
募
集

　

市
で
は
、
青
少
年
育
成
や
家
庭

教
育
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
計
画

を
立
案
し
、意
見
を
述
べ
て
い
た
だ

く
社
会
教
育
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す

　

る
20
歳
以
上
の
人
で
青
少
年
育

　

成
や
家
庭
教
育
に
関
心
の
あ
る

　

人
（
た
だ
し
、
国
・
地
方
公
共

　

団
体
の
職
員
を
除
く
）

募
集
人
員　

若
干
名

任
期　

平
成
24
年
６
月
末
ま
で

応
募
方
法　

応
募
用
紙
（
生
涯
学

　

習
課
で
配
布
）
に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
、
希
望
理
由
を
８
０
０

　

字
以
内
に
ま
と
め
、
左
記
へ
郵

　

送
又
は
持
参

応
募
先　

〒
３
６
７
―
０
０
３
１

　

本
庄
市
北
堀
１
４
２
２
（
本
庄

　

市
中
央
公
民
館
内
）
本
庄
市
教

　

育
委
員
会
生
涯
学
習
課

応
募
締
切　

６
月
25
日
㈮
（
必
着
）

選
考
方
法　

書
類
選
考

※
結
果
は
、
本
人
あ
て
に
通
知
し

ま
す
。

★
生
涯
学
習
課
☎
㉒
３
２
４
８

市
の
公
用
封
筒
に
広
告
を
掲
載

し
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
財
源
の
確
保
等
を
目
的
に
、
有

料
広
告
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
が
使
用
す
る
公
用
封
筒
へ
の

有
料
広
告
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

広
告
媒
体　

角
形
２
号
の
公
用
封

　

筒
※
主
に
市
役
所
の
各
課
か
ら
市
民
、

関
係
機
関
等
へ
の
文
書
送
付
用
の

封
筒
で
す
。

募
集
期
間　

６
月
18
日
㈮
ま
で（
必

　

着
）

広
告
の
規
格
等

①
掲
載
位
置　

封
筒
裏
面

②
募
集
枠
数　

６
枠

③
枠
の
大
き
さ
（
１
枠
あ
た
り
）

　

お
お
む
ね
縦
60
㎜
×
横
１
０
０
㎜

④
刷
色　

単
色
（
黒
）

⑤
広
告
料
（
１
枠
あ
た
り
）

　

３
０
、
０
０
０
円

⑥
印
刷
枚
数　

３
０
、
０
０
０
枚

⑦
掲
載
期
間　

印
刷
後
、
市
が
使

　

用
を
終
え
る
ま
で
の
期
間
で
８

　

月
ご
ろ
か
ら
１
年
程
度

申
込　

次
の
書
類
を
郵
送
又
は
直

　

接
企
画
課
（
市
役
所
３
階
）
へ

　

提
出

①
有
料
広
告
掲
載
申
込
書
（
企
画

　

課
で
配
布
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

②
広
告
の
原
稿

③
納
税
証
明
書
（
申
込
者
が
市
外

　

の
場
合
）

郵
送
先　

〒
３
６
７
―
８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３
―
５
―
３　

本

　

庄
市
役
所
企
画
課

注
意
事
項

・
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
で
き
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
等
に

　

よ
り
掲
載
を
決
定
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
「
本
庄
市
有
料
広
告

事
業
取
扱
要
綱
」
（
企
画
課
又
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で

き
ま
す
。）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
企
画
課
☎
㉕
１
１
５
７

老人福祉センターつきみ荘の休館日　 　☎㉒３６９６

７日㈪・14日㈪・21日㈪・28日㈪・７月５日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日　　 　　☎㉒８１２６

７日㈪・14日㈪・21日㈪・28日㈪・７月５日㈪

戸田競艇（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程    　
２日㈬～７日㈪、18日㈮～21日㈪、７月９日㈮～13日㈫

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

今月の納税納付［納期限：６月30日㈬］
・市県民税　１期　・下水道負担金　１期
口座振替が便利です。ぜひご利用ください。
－市税夜間収納窓口のお知らせ－

日時　６月28日㈪　　　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課　☎㉕１１２０　
　　　・総合支所１階　市民福祉課税務係
　　　　　　　　　　　☎72１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。
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地
域
密
着
型
夜
間
対
応
型
訪
問

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
募
集

　

市
で
は
、
「
第
４
期
本
庄
市
介

護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
く
地

域
密
着
型
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
整
備
に
あ
た
り
、
よ

り
質
の
高
い
安
定
的
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
事
業
者
を
選
定
す
る

た
め
、
次
の
と
お
り
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
を
公
募
し
ま
す
。

公
募
の
内
容

・
地
域
密
着
型
夜
間
対
応
型
訪
問

　

介
護

・
整
備
時
期　

平
成
22
年
度

・
公
募
事
業
所
数　

１
事
業
所

《
募
集
要
領
に
つ
い
て
》

配
布
期
間　

６
月
７
日
㈪
〜
７
月

　

１
日
㈭

配
布
場
所　

介
護
い
き
が
い
課（
市

　

役
所
１
階
）

《
申
請
に
つ
い
て
》

受
付
期
間　

７
月
１
日
㈭
〜
15
日

　

㈭
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

申
請
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項

　

を
記
入
の
う
え
、
介
護
い
き
が

　

い
課
に
直
接
持
参

※
募
集
要
領
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
７
１

　

９

「
幹
部
候
補
育
成
研
修
」
〜
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
の
向
上
を
目
指
し

て
〜
を
開
催

　

昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
地
域

産
業
の
基
盤
を
強
化
し
、
企
業
の

次
世
代
に
資
す
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
中
堅
社
員
を
対
象
と
し

た
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
度
第
１
回
目
の
研
修
で
は
、

新
た
な
行
動
の
元
と
な
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
さ

ら
に
向
上
さ
せ
る
と
同
時
に
、
経

営
指
標
の
基
礎
知
識
を
修
得
し
、

視
野
の
広
い
リ
ー
ダ
ー
へ
の
成
長

を
目
指
し
ま
す
。

日
時　

６
月
23
日
㈬　

午
前
９
時

　

30
分
〜
午
後
４
時
30
分

場
所　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
･

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

定
員　

50
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費　

無
料

申
込　

６
月
18
日
㈮
ま
で
に
フ
ァ
ッ

　

ク
ス
又
は
電
話
で
左
記
へ

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
は
、
住
所
・

氏
名
・
連
絡
先
（
電
話
番
号
又
は

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

★
㈶
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

　

研
究
推
進
機
構
☎
㉔
７
４
５
５
・

　

蕭
㉔
７
４
６
５

詳しくは、企画課（☎㉕１１５７）まで

新緑の季節に　日本の「木の文明」を考える

　５月５日、小平の「岩谷堂」に行きました。深い山
林に囲まれた一直線の急な参道沿いに、苔

こけ

むしたた
くさんの石仏が安置されていて、一種独特の神秘的
な場所です。ここは古くから修験道（神仏習合の山
岳宗教）の修行の場であり、また特定の宗教宗派に
かかわらず、人々が古くなった石塔や石仏を奉納し
てきた霊地でもあります。このようなパワースポッ
トで自然の恵みに感謝しながら森の精気を深呼吸し、
とても爽

そうかい

快な気分になりました。
　５月16日には県の植樹祭が総合公園で行われまし
た。今年で61回を迎え、年々参加者も増えて大きな
イベントになっています。それだけ人々の環境保全
への願いが強くなってきたことの表れでしょうか。し
かし木を植える、森（杜）を育てることは単に自然環
境を良くするというだけでなく、私たちの心をより豊
かにする意義もあるようです。

　大木にしめ縄を張って敬う宗教観を持つ日本人
にとって、森や山林は魂のふるさとなのでしょう。世
界の四大文明がすべて森を破壊してきたのに比べ、
我々の祖先は縄文の昔から森と共存し、独特の「木
の文明」を築き、しかもその影響は今日まで続いてい
ます。たとえ森を開墾して田畑を作っても、ビルが立
ち並んでも、鎮守の森（杜）には手をつけないことが
今でもルールです。「トトロ」は子どもたちに大人気。
森の精霊は今も生きているのです。また、最近では再
び木造建築の良さが見直されてきています。
　今、外材の流入で日本の林業は衰退し山は荒れて
います。国土の７割が森林である日本。このままで良
いはずがありません。一方、世界では砂漠化が進ん
でいます。森林に精霊の存在を感じ、森林を守り育て、
それと共存する日本の「木の文明」をあらためて見
直し、新しく発展させることは地球の未来に対する
我々の大きな責務でしょう。
　　　　　　　　　　　　本庄市長
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